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「うじの生活おうえんクーポン」取扱店舗募集中 
 

発行総額 10 億 5 千万円 
 

宇治市と宇治商工会議所では、食料品等の物価高騰の影響が続く中、生活者

の支援とともに市内事業者の売上向上を支援するため、国の「物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金」を活用して、プレミアム付デジタルクーポン「う

じの生活おうえんクーポン」を発行するにあたり、取扱店舗への登録を募集し

ています。 

 今回は発行総額 10 億 5千万円と、前回(8億 5百万円)の 1.3 倍を超える規模

となっており、販売数も前回を 3 万セット上回る 15 万セットが販売され、宇

治市内に店舗を有する登録事業者で利用できるクーポンとなっています。 

 スマートフォンで二次元コードを読み取り決済するこのデジタルクーポン

は、店舗側に特別な機器が無くても簡単に利用ができ、設備導入の負担もあり

ません。前回実施時には、来店客にその場でおうえんクーポンの購入を促して、

売上を伸ばした店舗も多くありました。この機会にぜひ取扱店舗にお申込みく

ださい。 
 

募集対象 宇治市内で営業している店舗 

販売券種  ※事業概要や重点地方交付金の目的から、一部対象外となる業種販

売券種    があります。 

利用期間 令和 8 年３月２７日(金)～令和 8年８月３１日(月) 

販売券種  ※販売は売切れ次第終了 

販売券種 1 種類で市内に店舗を有する登録事業者にて利用可能 

販売価格 1 セット 5,000 円で販売（7,000 円分利用可能・プレミアム率 40％） 

販売券種  ※宇治市民（市内在住）限定販売 

販売券種  ※今回は 1円単位で利用可能 

購入上限 おひとり様 2セットまで 

購入方法 スマートフォンで LINE アプリから購入 

発行総額 10 億 5千万円（うちプレミアム分 3億円） 

換金時期 月 2回（15日締め翌月 5日入金、月末締め翌月 20日入金） 

申込締切 令和 8 年７月３１日(金) 
 

うじの生活おうえんクーポンをぜひご利用ください！ 

 5,000 円で 7,000 円分のお買物ができる本クーポンは、飲食店や小売店、サ

ービス業など幅広い登録店舗で利用できます。今回は 1円単位での利用が可能

となり、さらに便利になりました。利用することで家計の負担を軽減できるだ

けでなく、お買物が地域支援にも繋がりますので、宇治市民の方はこの機会に

ぜひご購入ください。 

  

 

取扱店舗募集の詳細・申込

みは、中挾みチラシをご覧

ください。 

 

 

「うじの生活おうえんクー

ポン」の詳細は、宇治市 We

b ページをご覧ください。 

 

 

 

 

 
宇治市 Web ページ 

 

 

――― 佐々木伸治 

 

 

貴社の優良従業員をご推薦ください 
 

募集中 
 

宇治商工会議所では、会員事業所並びに特定商工業者である事業所に長年勤

続され、功績顕著な方を優良従業員として、6 月開催の通常議員総会において

表彰させていただきますので、ぜひご推薦ください。  

 

対象従業員 令和 8年 4月 1 日現在で、勤続年数が 20 年・30 年・40 年の方 

      （家族従業員は除きます） 

 申込締切 ４月１７日(金) 

詳細は、宇治商工会議所業

務課(TEL23-3101)まで、お問

合わせください。 

――― 北村頌子 
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「小規模事業者持続化補助金」 4月30日申請締切！ 
 

経営支援 
 

「小規模事業者持続化補助金」の一般型(第 19 回)と創業型(第 3 回)等の公募

要領が公開されており、3 月 6日（金）申請開始予定、4月 30 日(木)申請締切

予定となっています。 

 本補助金は、地域の雇用や産業を支える小規模事業者等の生産性向上と持続

的発展を図ることを目的とし、申請者が自ら策定した経営計画に基づき、商工

会議所の支援を受けながら実施する販路開拓等の取り組みに対して、経費の一

部を補助するもので、「一般型」、「創業型」等があります。 

 宇治商工会議所では、この制度を活用した経営の持続化を図るための取り組

みをサポートしてまいりますので、ぜひご相談ください。 
 

対 象 者 常時使用する従業員が下記の事業者 

・商業・サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）の場合5名以下 

・製造業またはそれ以外の業種の場合20名以下 

※創業型は、開業日及び特定創業支援等事業を受けた日が公募締切時

から起算して過去1か年の間であること 

対象事業 経営計画に基づき、商工会議所の支援を受け実施する販路開拓等によ

る経営の持続化を図る事業 

対象経費 機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費、旅  

     費、新商品開発費、資料購入費、借料、設備処分費、委託・外注費 

補助金額 一般型通常枠：上限50万円（補助率2/3） 

創業型：上限200万円（補助率2/3） 

※特例による補助上限額の上乗せ、補助率の引き上げ等あり 

 詳細は小規模事業者持続化

補助金 Web ページ(下記二次

元コード)をご覧ください。 

 

 

 
 

一般型   創業型 

【電子申請】 

本補助金の申請は、電子申

請となっており、「ＧビズＩ

Ｄアカウント」の取得が必

要です。未取得の方は、Ｇ

ビズＩＤWeb ページ(下記二

次元コード)から、お早めに

利用登録をお済ませくださ

い。 

 

 

 

 
 

――― 西江将就 

大規模食品展示会で販路拡大を支援！ 
 

にっぽん e 物産市 
 

宇治商工会議所では、関西圏・首都圏にてそれぞれ最大規模となる 2つの食

品展示会『FOOD STYLE JAPAN 2026 ＜関西＞』(インテックス大阪：1/28・29)、

『スーパーマーケット・トレードショー2026』(幕張メッセ：2/18～20) に出展。

こだわりの地域産品を展開する事業者のビジネスマッチングを支援しました。 
 

多数のバイヤーとの商談機会を創出 
『FOOD STYLE JAPAN 2026 ＜関西＞』では 20社が出展。外食事業者や中食・

小売店など 2 日間計 24,487 名のバイヤーが来場、ホテルや飲食店向けの業務

用食材や、関西近郊スーパーへの小売商材などに反響が多く寄せられました。 
3 日間で 80,922 名のバイヤーが来場した『スーパーマーケット・トレードシ

ョー2026』では、京都府と連携し 53 社が出展。スケールメリットを活かした

提案で終始ブースが賑わう中、百貨店・スーパー・カタログ・通販会社など多

岐にわたる販売チャネルのバイヤーから商談機会を得ることができました。海

外輸出を行う商社も多く来場し、京都・宇治ならではの素材を使用した和洋菓

子、惣菜や調味料等に多くの関心を集めました。 
出展事業者からは「初めての大規模展示会だったが、自社の商品に多くの方

から関心を持っていただけた」「数日で全国から訪れる多数のバイヤーと濃密

な商談ができ、有意義だった」「遠方で頻繁には訪問できない既存取引先も来

られるため、新商品の提案など営業活動が一度に行えて効率的」など手応えを

感じる声が寄せられた他、出展者同士で連携し合い、得意先バイヤーの紹介や

ノウハウ交換も活発に行われるなど、充実した会期を過ごされました。 

  
 

 

 

 

 

 
 

FOOD STYLE JAPAN2026〈関西〉 

 

 

 

 

 

 

 

+ 
 

スーパーマーケット 

トレードショー2026 

 

――― 坊 美知 
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自転車の交通違反に“青切符”制度導入 
 

令和8年４月1日～ 
 

 令和 8年 4月 1日に施行される改正道路交通法により、16 歳以上の自転車利

用者に対して「交通反則通告制度（青切符）」が導入されます。 

信号無視、逆走、スマホ・イヤホン使用などの違反に対し反則金（3,000 円

～12,000 円）が科され、対象となる違反行為は 100 種類以上に及びます。これ

までの多くは、交通ルールについて指導を受ける「警告」となっていましたが、

反則金を課す「青切符」の導入は初めてとなります。 

 従業員の方が通勤中や業務中等に交通違反をしたり、事故に遭うことのない

よう、事業所内で本制度の導入と交通ルールの遵守について注意喚起をすると

とともに、社内規定の整備や報告体制の構築などトラブルを未然に防ぐ対策を

行っていただきますようお願いいたします。 

 自転車への交通反則通告制

度（青切符）導入の詳細は

警視庁の Web ページをご覧

ください。 

 

 

 

 
 

――― 佐々木伸治 

行政×民間企業 経営支援員が先進地を視察 
 

京都府商工会議所連合会 
 

 府内 8 商工会議所の経営支援員等職員が、様々なテーマに沿った先進地を視

察する管外研修が 2月 17 日～18 日に実施され、25名(うち宇治 4名)が参加し

ました。今回は宇治商工会議所が主幹となり、地方自治体と民間企業の連携に

よる地域活性の取り組みを行っている自治体 3か所を視察しました。 
 

交流・観光・テクノロジーなど多様な連携事例 

 淡路市では、廃校を活用し「食・農・学・芸」をテーマとした交流施設「の

じまスコーラ」でパソナグループ全体の地方創生について解説いただき、「ニ

ジゲンノモリ」では主に淡路島観光事業を、「淡路アバターセンター」では仮

想現実（ＶＲ）等テクノロジーを活用したビジネスの拠点について説明を受け

ました。尼崎市では、脱炭素や防災拠点にもなる施設として、行政が阪神電鉄

などの企業と連携して運営している「ゼロ・カーボンベースボールパーク」を

視察。茨木市北部の「ダムパークいばきた」では、公共施設と民間の公園が共

存しているユニークな施設を見学しました。 

 地方の財政が厳しい状況で、地方自治体が単独で施設を建設し維持すること

が難しくなってきており、今回の視察先は、それぞれ行政との関わりや手法は

異なりますが、連携の形や新しいビジネスの事例として参考となりました。 

  

 

 

 

 

 

 
 

のじまスコーラでの研修 

 

研修の中で、支援員同士の

交流も図ることができ、有

意義な時間となりました。 

 

――― 佐々江武史 

 

退職金は「特定退職金共済制度」でご準備を！ 
 

加入者募集中 
 

特定退職金共済制度とは、将来必要な従業員の退職金を毎月計画的に準備で

きる退職金積立制度です。退職金制度の確立は、従業員の勤労意欲を高め、人

材の確保と定着化を図ることができ、企業経営の発展に役立ちます。 

掛金は、従業員 1 人につき月額 1,000 円から 30,000 円まで掛けることが可

能で、全額損金または必要経費に計上できます。ぜひご加入をご検討ください。 
 

◇制度の特長 

１.将来必要な従業員の退職金を計画的に準備できます。 

２.掛金は従業員 1人につき月額 1,000 円(1 口)から 30,000 円(30 口)まで 

  1,000 円(1 口)刻みで設定できます。 

３.掛金は全額損金・必要経費に算入できます。 

４.加入時より 36 ヶ月間、補助金制度があります。（宇治市内の事業所のみ） 

５.経営事項審査の加点ポイントになります。 

（日本の建設業で、公共工事の入札に参加する建設業法に規定する審査） 

  

 

 

お問合わせは、宇治商工会

議所業務課（TEL23-3101）ま

で。 

 

 

――― 湯浅公恵 
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☆ 京都中小企業技術顕彰候補企業募集…京都産業21 

☆ 取適法セミナー………京都府よろず支援拠点 

宇治商工会議所 NEWS チラシ同封サービス 
 

(当商工会議所報と一緒に会員事業所他約 2,200 件へ送付) 
 
 

    

 
 

詳細は、宇治商工会議所まで問合わせください。 

TEL : 0774-23-3101 

利用料金 B5、A4 サイズ…33,000 円(税込) 

     B4、A3 サイズ…55,000 円(税込) 

“宇治川さくらまつり”4 月 4 日・5 日に開催！ 
 

観光情報 
 

今年も宇治の春を彩る「宇治川さくらまつり」が開催されます。メイン会場 

では飲食ブースや宇治の特産品を販売される“宇治川春の市”が開催されるほ

か“炭山陶器まつり”が同時開催されます。 

 また、商工会議所からは「京都宇治ご当地グルメ宇治茶漬け」ブースを出店

しますので、ぜひお越しください。 
 

開催日時 ４月４日(土)・５日(日) 10：00～16：00(雨天決行) 

開催場所 府立宇治公園中の島 

問合わせ 公益社団法人宇治市観光協会(TEL23-3353) 

 詳細は、下記二次元コード

から宇治市観光協会の Web

ページをご覧ください。 

 
 

 

 

――― 小林登和 

宇治商工会議所委員会・団体活動報告 
 

2 月開催 
 

槇島地区企業街づくり協議会 宇治市長との懇談会(市原久照会長・藤森順副会長) 

2 月 5 日開催：松村宇治市長を招いて懇談会を開催。現在、進行中の産業立

地計画の状況や宇治市内のものづくり産業拠点である槇島地区の今後の街

づくり、市内の幹線道路網の整備状況等について意見交換を行い、市長から

は宇治市や槇島地区に関する今後の展望も交えながらご回答いただきまし

た。11 名参加。 

大久保地区委員会(信貴豊長委員長、髙木健次副委員長、臼井龍介副委員長) 

 2 月 10 日開催：第 29期最初の委員会で、信貴豊長氏(㈱シンキ)を委員長に選

任。第 26 回チャリティゴルフコンペ開催について協議したほか、令和 8 年

度宇治市行政施策要望、うじの生活おうえんクーポン、地域の話題や商工会

議所事業について意見交換しました。17 名参加。 

東宇治地区委員会(吉田實子委員長、植村敏和副委員長、池谷一郎副委員長) 

 2 月 20 日開催：第 29 期最初の委員会で、吉田實子氏(㈱宇治吉田運送)を委員

長に選任。JR 黄檗駅の駅前広場再整備事業や宇治市学校給食センター整備事

業、うじの生活おうえんクーポンの状況、令和 8年度宇治市行政施策要望な

どを説明しました。27名参加。 

総務常任委員会(下岡智也委員長、臼井龍介副委員長、北川正人副委員長） 
 2 月 24 日開催：第 29期最初の委員会で、下岡智也氏(㈱下岡建設)を委員長に

選任。今後の委員会活動について協議を行い会員サービス事業の PET 検診、

日帰り研修会、健康経営の会員事業所への推進など、“健康”をテーマに実

施することとなりました。7名参加。 

女性会 寄せ植え講習会(北村賀津子会長、山村直美文化委員会委員長) 

 2 月 25 日開催：合同会社ブルーアイスバーグの永山岳史様を講師に迎え、季

節の草花を楽しむ「寄せ植え講習会」を開催。草花の選び方や苗の配置や長

く楽しむための管理方法などについて、分かりやすくご指導いただきまし

た。終始和やかな雰囲気に包まれ、参加者の方は、交流を深めておられまし

た。16 名参加。 

宇治地区委員会(通円祐介委員長、佐脇 至副委員長、橋内勇生副委員長) 

 2 月 25 日開催：第 29 期最初の委員会で、委員長には通円祐介氏(㈱通圓)を、

副委員長には新たに橋内勇生氏(㈲キョーカン)を選任。中国人観光客減少の影

響など宇治観光の現況について、また、令和 8 年度宇治市行政施策要望、

うじの生活おうえんクーポン事業など商工会議所事業について意見交換を

行いました。25 名参加。 

  

 

 

 
 

槇島地区企業街づくり協議会 

宇治市長との懇談会 

 

 

 

 

 
 

大久保地区委員会 

 

 

 

 

 
 

東宇治地区委員会 

 

 

 

 

 
 

女性会 寄せ植え講習会 

 

 

 

 

 
 

宇治地区委員会 

 

 


